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19世紀東スイス ･フォアアールベルクの

農村工業と世界市場

序

オース トリア西端のフォアアールベルクから,

スイスを経てアルザスに至るライン河の最上流

の地域は1),19世紀においてはヨーロッパ有数

の綿工業地帯であった2)｡その東端部を構成す

る地域,すなわち東スイスとそれに隣接する

フォアアールベルクでは,とりわけ織布や刺繍

といった工程を中心に,活発な農村家内工業活

動が展開していた｡

東スイスにおいても,19世紀の初期において

は機械化-の積極的な投資の動きが存在 した｡

紡績機械のスイス-の初の導入が,1800年のザ

ンクトガレン 『株式紡績会社』の設立という形

1) この｢高ライン地域｣の経済については,拙稿,｢高
ライン地域の国境間経済関係- 産業革命期の綿工業を
中心に｣『社会経済史学』第62巻第 4号,参照｡本稿で
は,東スイスの語を,ザンクトガレン,トゥ-ルガウ,
両アッベンツェルの各カントン(支分国に相当)から構
成される地域に対して用いる｡この3カントンの人口は,
1800年には25万人,1860年には33万人,1900年頃には43

万人程度であった｡AlbertTANNER,"DieBaumwoll-

industrieinderOstschweiz1750-1914:VonderProtoin-

dustrleZurFabrik-undHausindustrie."所収 ;KarlDitt,

SidneyPollard編,VTonderHezmarbeztlndieFabrlk:

InduStrlallSierung andArbelterSChaftlnLelnen-und

Baumwollreg10nenWeSteurOPaSWdhrenddes18.and19.

Jahrhunderts,1992,Paderborn,165ページ｡中心都市ザ
ンクトガレンを指すときには,ザンクトガレン市と明示
する｡

2) ∫.F.Bergierは,1830年頃にはスイスは世界 (アジア
諸国は含まないとみられる)の綿製品の4分の1を生産
していたとしている｡BeatriceVEYRASSATIHERI

REN,"Lescentresdegravlt6del'industrialisationen

Suisse au XIXe si占cle,Aspects gとographiques et

sectoriels:lerbleducolon"所収 ;ColloqueSinterna-

t10nauXduC.N.R.S.No.540I J'lndustrialzSationen

EuropeauXIXesi～cle,1972,Paris,494ページ｡
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でなされたのはその好例である｡ 東スイスに存

在する綿紡錘数は大陸封鎖末期には6万2400錘

に達していた｡しかしながら大陸制度の崩壊後

も存続しえたのは,チューリッヒ資本の工場の

みであ り,地元資本の紡績工場は,その後は

1830年代末に織布企業が設立に乗 り出すまでは

みられなかった3)｡束スイスの綿工業は,織布

や刺繍など,機械化の進展が遅れた後工程を中

心に,労働集約的な発展を遂げたのである｡

川上部門に位置し,いわば非耐久生産財生産

部門ともいうべきスイス北 ･東部の紡績業が,

生産品の7割以上を地域内で販売していたのに

対して,これら最終消費財の生産部門では,輸

出比率は極めて高かった4)｡そしてその輸出先

は,周辺国における保護主義の高まりによって,

次第に遠隔地市場へと拡大していった｡

東スイスの綿工業については,すでに19世紀

半ばから同時代人によって経済史的研究が開始

されている｡19世紀末では,バルトマンによる

研究が際だっており5),本稿でもこれに依拠す

3) BeatriceVEYRASSAT,NigoctantsetfabricantSdanS

l'induStrleCOtOnm～reSulSSe1760-1840.IAur orZgZneS

jinancl～reSdel'induStrlallSatZOn,1982,Lausanne,155ペー
ジの図,153ページ以下｡

4) 1858年の数字では,綿糸の純輸出額は,綿布の純輸出
額の30分の1程度であった｡また,1850年代頃には,原
棉輸入額は年平均で1000万フラン前後を推移しているが,
綿糸輸出と綿布輸出とを合わせた総輸出額は7000万フラ
ン前後であり,純収支でも6000万フラン前後の貿易黒字
を稼ぎ出しており,絹工業に次ぐ輸出の柱であった｡
G.Fr.KOLB,Beitrage宕urStatistikderZnduStrZeunddes

HandelsderSchwelg,1859,Ziirich,16-17ページ参照｡
5) HermannWARTMANN,ZndustrzeundHandeldeS

KantonsSt.GallenaufEnde1866IZngeschlChtllCher

DarStellung,1975,St.Gallen.
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るところが大きい｡その後20世紀前半には,個

別産業を取 り上げた分析が多 くみられる｡ 第二

次世界大戦後は,ポットメルの包括的な繊維工

業研究を除くと6),紡績工程主導の発展に対比

させて,東スイスの後工程発展の重要性とその

要因を探ったベラサーの研究が重要な問題を提

起 している7)｡ここではこれらの研究史を踏ま

えて,東スイス ･フォアアールベルクの農村工

業の発展過程を世界市場 との関連で分析する｡

まず,第Ⅰ節において18世紀末から1830年代

までの東スイス綿工業の概略を把撞する｡ 第Ⅱ

節では,織布業とりわけ色織物業をとりあげ,

次いで第Ⅲ節では,19世紀後半に綿工業最大の

就業部門に成長した刺繍業を分析する｡最後に

第Ⅳ節では,東スイスの農村工業の特質の把撞

にっとめる｡

I 1830年代までの綿工業の発展過程

1.19世紀初頭までの発展過程

東スイスとボーデン湖岸の地域は18世紀半ば

までは有数の亜麻工業地帯であったが,その後

綿工業への転換が進行 し,19世紀に入ると亜麻

工業はトゥ-ルガウに若干残存するのみとなっ

ていた｡他方,高ライン地域の輸出工業の柱の

一つである絹工業は8),バーゼルの絹リボン製

造業とチューリッヒの絹織物業とに代表され,

東スイスでは僅かである｡

19世紀に東スイスの色織物業の中心地となっ

た トッゲンブルク (ザンクトガレン西部の渓谷

地帯)では,当初チューリッヒやザンクトガレ

ン市の商人のもとで,まず綿紡績業が,ついで

織布業がおこなわれるようになっていたが,18

6) WaiterBODMER,SchwelRrmCheIndusiT7egeSelbchaft:

DzeEntw2Cklungderschweigerischen TeJtilwzrtschaft

im Rahmenderiibrlgen InduStrZenand WE'TIschafts-

2Welge,1960,Ziirich.

7) VEYRASSAT,前掲,1982｡

8) 1830年代以降のスイスでは絹工業の発展が著 しく,

1859年時点では,生産価額では絹が 2億7500万フランで

綿工業の 1億1000-2000万 フランを造かに上回っていた｡

しか し雇用の面では,綿工業は絹工業よりもなお大きな

規模を有 し,1870年代までスイス最大の雇用部門であっ

た｡KOLB,前掲,36-38ページ｡
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世紀半ばには色織物の生産が開始されて1790年

代以降本格化 した9)｡当初から輸出市場向け生

産が中心であったが,フランス市場向けには,

革命を背景に三色旗の製造がおこなわれて活況

を呈 した10)｡主要な染料は, トルコ赤と濃淡の

藍であったが,18世紀には染色技術は貧弱で,

トルコ赤の染色の場合には東スイスでの染色は

困難であった11)0 1800年には,ザンクトガレン

の J.K.Egliが,独自の設計による飛行を綿の

織布に使い始め,スイスでも飛行の使用が開始

された12)｡

東スイスで最も農村工業活動が活発であった

アッベンツェルエアウサーローデンでは,低密

の平織 ･紋織モスリンの生産や,高密で薄手の

｢Cambric｣, ｢Percale｣, ｢Tarlatans｣ な ど,

薄物織 (Feinweberei)と総称される自綿布織

布業が盛んであった｡ライン河流域の綿織物地

帯では,東-行 くほど高級品製造志向が高いと

いう傾向があったが,アウサーローデンでは,

270番手の綿糸を用いてヨーロッパで最も薄 く

高級な平織モスリンが生産されていた｡他方,

｢Midouble｣や ｢Jaconats｣などは,アッベン

ツェルに隣接 した トッゲンブルクで製造され

た 13)｡

東スイス独自の織布技術も存在 した｡ザンク

トガレンのJ.C.Altheerが1823年に発明した平

繍織機 (Plattstichstuhl)である｡これは刺繍

業と織布業を結合する性格を持つ織機であり,

後にはジャカー ド機の原理をも取 り入れた｡花

9) Johann Mathias,HUNGERBtjHLER,Industriegel

SChlChtllCheS uber die LandSChaft Toggenburg,.Elm

BeitragzurZnduStrlegeSChlChtederbstllChenSchwelZ,

1852,St,GallenundBern,22ページ以下｡

10) AdolfJENNY,DieSChweizerlSCheBaa.mwollindustrie,
1909,Bern,819ページ.HUNGERBOHLER,前掲,

43ページ以下｡

ll) BODMER,前掲,303-304ペー ジ｡JENNY,前掲,

35-36ページ｡技術的困難が大きいため, トルコ赤系は,

当初は トリエステ,ルーアン,マルセイユか ら購入する

か,原糸 を これ らに送って染色す る必 要が あった｡

HUNGERBtjHLER,前掲,41-42ページ｡

12) BODMER,前掲,284ページ｡

13) BODMER,前掲,292ページ｡WARTMANN,前掲,

521-524ページ｡
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柄,水去や,唐草模様などの簡単な刺繍デザイ

ンの加工が可能になり,カーテンや女性の衣服,

様々な装飾品として用いられた｡平繍織布業は,

アッベンツェルやその周辺では薄織物生産に次

ぐ重要性を占めるに至 り,ザンクトガレンにも

移植された14)｡

1820年代後半以降は,スイスでもイギリス製

の機械織の厚手平織綿布の輸入が本格化 した15)｡

これに対抗す る形で,1830年代以降はチュー

リッヒの紡績企業の投資によって織布工場の設

立が進み,厚手白綿布の輸入は減少 していった｡

こうした中で手織業の衰退が危倶されたが,そ

れまで平織の厚手白綿布を製造 していた織工の

多 くは,1820年代末以降,機械化の難 しい薄綿

布や色織物の製造 に転換 していった｡ フォア

アールベルクで も,1814年には色織物の生産が

開始された16)｡

色織物は,短期間でスイス繊維工業の最大の

輸出品目となった｡フランス市場の閉鎖後はイ

タリア,ダルマチアなど地中海沿岸地域を主力

市場とした17)｡色織物の生産には糸染めの技術

が必須であったが,19世紀に入ると,スイスで

もようや くトルコ赤染めが可能となっていた18)0

絹織物業とほぼ同時期の1823年に,ザンクト

ガレンの綿工業にもジャカー ド機が導入され,

デザインの多様化が可能となった19)｡1840年頃

からは,ジャカー ド機を大幅に簡素化 した ｢小

ジャカー ド｣あるいは ｢Schaftmaschine｣も用

いられた20)｡ とりわけ トッゲンブルクでは,

14) JENNY,前掲, 25-26ページ｡BODMER,前掲,
294-295ページ｡WARTMANN,前掲,531-533ページ｡

15) BODMER,前掲,295ページ｡
16) MathildeHAGEN,DieVorarlberger&‡umwollindu-

Strie,1947,°iss.Wien,16-17ページ｡
17) BODMER,前掲,1960年,294ページ｡TANNER,

1992,前掲,174ページ.
18) JENNY,前掲,40-46ページ｡WARTMANN,前掲,

574ページ｡
19) BODMER,前掲,294ページ｡18世紀から用いられて

いたWechselladeは,複数の梓を簡単な動作で入れ替え
るしくみである｡1830年に発明された Brochirladeと
Spickplatteも同じ目的で使用され,3色までの織物で
は大きな威力を発揮した｡JENNY,前掲,25ページ｡

WARTMANN,529-530ページ,530-533ページ｡

1830年代にはジャカー ド機による色織物生産が

拡大 した｡

色織物の発展の一つの方向は,経緯糸の配色

の細密化であった｡アメリカ市場向けに生産さ

れたギンガムがその代表である｡第二の方向は,

本来の意味での紋織物の生産で,ジャカー ド機

の採用以降は次第に複雑な織目の製品が製造さ

れるようになった｡また1828年にはバテイス ト

やオーガンジーの製造が始まった｡これらの生

産上の革新 と,後述の販売市場の拡大で, トッ

ゲンブルク綿工業は活況を里 した21)｡

他方,ザンクトガレン市の商人によって1753

年にフォアアールベルクに導入された刺繍業の

発展 も著 しかった22)｡この刺繍業の導入で も,

レバントとの関連が示唆されており興味深い23)｡

高級刺繍品では,東インド製モスリンが刺繍地

として用いられた24)｡1773年には,東スイスや

20) 後には ｢Ratiとre｣とか ｢Hattersley｣と称されたo
JENNY,前掲,25ページ｡WARTMANN,前掲,529-

530ページ,530-533ページ｡
21) HUNGERBtjHLER,前掲,86ページ｡
22) 刺繍品は,1本の糸を編み上げるレースSpitzenと外

見上は酷似しているが,｢織り｣によって製造した刺繍
地に織り目とは異なる方向で繊維を縫いつけるという点
で,原理的にこれとは異なる｡レース編みと刺繍との相
違が唆味になるのは,イギリスで1808年から六角形の編
み目を持つ刺繍地が製造されるようになってからである｡
これはBobbinet,あるいはTullAnglaisと呼ばれた｡こ
の繊維は,レース製品では製造工程の簡略化のために,
また刺繍品では刺繍地として用いられたoJENNY,前
掲, 9-10,47-58ページ｡WARTMANN,前掲,544

ページ以下｡BODMER,前掲,292-294ページ｡
23) 刺繍業の前史については,Gust.Ad.LAURENT,Die

Stzckerez-InduStriederOstSChweizunddeSVorarlberges

mz'tbesonderer& riicksichtlgungderHausznduStrZeIEine

soclal-bkonomischeStudle,1891,Basel,1-2ページ,及
びJENNY,前掲, 9-10ページ,47-58ページ参照｡ト
ルコ人女性がリヨンで絹刺繍をおこなっているのを,滞
在していたザンクトガレン商人が綿で模倣した,との伝
承がある｡この伝承の信悉性はともかく,｢トルコ
(人)｣やその他のアジアの地名の頻用は,他の綿製品に
も共通する現象である｡当時のヨーロッパにおけるオリ
エント趣味と,ヨーロッパ外から流入する商品に対する
人々 の瞳目を傍証するものといえよう｡

24) 刺繍地,刺繍糸には一般に綿が用いられたが,高級刺
繍品で絹が使用される例もあった｡亜麻刺繍は例外的で
ある｡AlbertTANNER,DasSchljfchenjllegt,die

MaschineRauscht,･Weber,StrlCkerundFabT･7kantenin

derOstSChwezz,1985,Ztirich,22ページ｡
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フォアアールベルクでは6000人が刺繍業に就業

していた｡シュバーベ ンにまで前貸網が拡大さ

れた1790年頃には,ボーデン湖岸地域の刺繍業

での就業者は3-4万人 にも達 していた とみ られ

る25)｡

他方,刺繍業は,ザ ンク トガレン市を中心に

組織されていたが,その生産は,東スイスより

もむ しろライン河の対岸のフォアアールベルク,

ボーデン湖岸の地域で盛んであった26)｡ この刺

繍業は,東スイスなどで製造される薄綿布を刺

繍地 として大量に消費 してお り,国境を越えた

工程間分業関係が成立 していた｡

2.周辺諸国の通商政策

スイスの繊維製品の販路に占めるフランスの

比重は当初は大 きか ったが,これは18世紀末に

大 きな変化に見舞われた｡1782年にフランスが

スイス商人に対する商業特権を取 り消 し,さら

に1785年に外国か らのインド更紗の輸入を禁止

した｡1798年には,革命の理念を掲げてフラン

ス軍がスイスに侵入 し,スイスの旧体制は崩壊

した｡それか ら1813年までの15年間は,スイス

の商工業は,革命による混乱,戦争による破壊,

通商路の途絶などに翻弄され続けた｡

1803年10月か らは, フランスはスイスに対 し

て も綿製品に対する高関税を適用 した｡1805年

にこの措置は強化され,1806年 2月には帝国内

への一切の外国製綿製品の輸入が禁止された｡

10月にはイタリアへの輸出が,また11月にはス

ペイン-の通過貿易が禁止された｡1810年の ト

リアノン勅令以降,大陸封鎖はさらに強化され

た｡スペイン,イタリア,ネ-デルラント市場

は,フランスの自国産業優先政策のために失わ

れ,東スイスに残されたのはライン連邦諸国の

み となった｡紡績業の場合 と異な り, もともと

競争力でイギリスに遜色のない織布業では,大

25) TANNER,1992,前掲,170ページ｡JENNY,前掲,
9-11ページ.HansNAGELE,DasTe.rtillandVorarl-

berg, WeTden and Waschsen elner alpenlandischen

ZnduStrle,1949,Dornbirn,191-196ページ｡

26) NAGELE,前掲,19ト196ページ｡
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陸封鎖は,綿糸調達の困難 と製品販売市場の閉

塞 という,発展阻害的な側面 しか持たなか った｡

王制復古後のフランスは,スイス綿業者の期

待を裏切 って輸入禁止的な保護主義政策を継続

した｡1816年 4月のフランスの新関税法では,

従来の禁止的措置を維持 し,かつ取締を強化 し

て,さらに関税率の大幅引上げと新関税の導入

をおこなった｡また国内通過禁止措置 も維持 し

た｡東スイスの綿工業者の失望は大 きかったが,

より深刻な問題は,フランスに倣 って大陸諸国

が次々と保護主義的措置を採用 したことであっ

た ｡

1817年には,ネ-デルラント連合王国が主要

綿製品に対する輸入関税を大幅に引 き上げた｡

これによって,中級 ･低級品のネ-デルラント

への輸出は全 く不可能となった27)｡ 同 じく1817

年に,スペインは綿製品の輸入を禁止 した28)｡

他方オース トリアは,北イタリアの領土やバイ

エルンから復帰 したばか りのフォアアールベル

クにも,綿製品の輸入禁止措置を適用 した｡再

輸出を条件 としたフォアアールベルクへの刺繍

用綿布の持ち込み と,中番手以上の綿糸の高関

税下での輸入 とが,例外的に許されたのみで

あった｡これらの一連の措置で,スイスにとっ

ての有力な販売市場はイタリアとドイツ諸邦だ

けになって しまった｡したがって,ナポレオン

体制後 も状況はほとんど改善 しなか ったのであ

る｡

しか し,比較的開かれていた ドイツ市場で も,

プロイセンは1818年 3月の関税改革で通行税を

引 き上げた｡1825年のバーデン大公国の関税引

き上げでは,工業製品への関税率は軒並み引 き

上げられた｡南 ドイツ関税同盟が1829年から施

行されると,バイエルンの高い関税率が ビュル

テンベルクで も採用された｡さらに,1829年 6

27) ただし,低密織物や刺繍品では関税率は低く,その後
も安定的な輸出がおこなわれた｡WARTMANN,前掲,
607-609ページ｡

28) ポルトガルは,19世紀を通じて終始自由貿易的であっ
たが,イギリスとの結合が強く,スイス製品の入り込む
余地は小さかった｡ブラジルの独立後はこの傾向はさら
に強まった｡WARTMANN,前掲,608-609ページ｡
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月に南 ドイツ関税同盟とプロイセン-ヘッセン

関税同盟との間で相互の関税引き下げが実行さ

れると,南 ドイツには,ザクセンやラインラン

トの製品がより有利な条件で流入した｡1834年

には ドイツ関税同盟が成立し,綿布にはツェン

トナーあたり50タ-ラーの,綿糸にはツェント

ナーあたり2タ-ラーの関税が課せられた｡従

量税での課税のために,捺染品, トルコ赤製品

を除いて,高密の平織綿布の輸出は事実上不可

能になった29)｡

イタリア半島はナポレオン体制の崩壊後は色

織物などの良好な市場となっていたが,ここで

もサルデイニアが1824年に新関税法を制定し,

スイスの工業製品に対する課税は平均で50%引

き上げられ,輸出は著しく困難になった30)｡し

たがって,スイスの通商にとって良い材料は,

イタリアの中 ･南部で市場が推持されたことく

らいのものであった31)｡

3.遠隔地市場の開拓

前述のように,ヨーロッパ大陸市場から閉め

出されつつあった東スイス綿工業は,生き残 り

のために新規の販路を開拓する必要に迫られた｡

まず,オース トリアが トリエステを自由港とし

て維持したのを幸いに,イタリア貿易を営んで

いた貿易商会が中心となって東地中海に販路を

広げ,1815年にはレバントへの本格的な輸出を

開始した｡イタリアや ドイツのメッセ経由でも

輸出がおこなわれた｡七月革命後の1831年には

フランスが領内の通過貿易を許可し,マルセイ

ユが東地中海-の中継拠点となった｡アフリカ

北岸やオスマントルコ領各地 (エジプト,シリ

ア,小アジア,ヨーロッパ トルコ)にも市場は

拡大し,薄手のモスリン,半絹製品,それに鮮

やかな色の ｢MoreasJ｢HakirsJ｢Printaniers｣
などの色織物が人気を博 した32)｡

29) WARTMANN,前掲,397ページ以下,613-614ペ-

ン′｡

30) ただし,マ ドラスや ｢Mouchoirebarocs｣の輸入は解

禁され,1820年代には市場 として拡大 した｡WART-

MANN,前掲,355ページ以下,610ページ｡

31) WARTMANN,前掲,609-612ページ｡

1835-45年は東スイスにとってはレバ ント貿

易の黄金時代であり,直接の貿易も活発におこ

なわれた33)｡色織物の販路拡大の最大の契機は,

1835年頃に,すでに刺繍業で大規模に活動 して

いたザンクトガレン市の Gonzenbach商会と

Tobler&Schlapfer商会の発案で,当時ダマス

カスやアレッポなどで人気を博 していた半絹織

物を,綿布で模倣することに成功 し,これを低

価格で大衆向けに販売したことである｡

オスマントルコとヨーロッパの通商が,カビ

チュレーションの賦与という形でおこなわれた

ことは周知のとおりであるが34),スイス商人は,

トルコと外交関係をもつ他のヨーロッパ列強の

保護下に入 り,これら列強の商人と同様の権利

を保証されて活動した35)0

他方アメリカ大陸では,1820年代の中南米諸

国の独立で,旧宗主国以外にも市場が開かれた｡

白人向けにはギンガムが,黒人向けにはマ ドラ

スが販売された36)｡

1819年からは,ザンクトガレン市からニュー

ヨークへの定期的な発送が開始された｡品目は,

ショール,ハンカチ,カーテン, ドレスなどの

32) ThomasFISCHER,"ToggenburgerBuntwebereiauf

dem Weltmarkt;EinBeispielschweizerischerUnter-

nehmerstrategien im 19.Jahrhundert." 所 収 ;Paul

BAIROCH, Martin KbRNER 編, La SulSSe danS

l'dconomlemOndlak/DieSchweigZnderWeltwz'rtschaft,

1990,Gen占ve,189-190ページ｡WARTMANN,前掲,

421ペー ジ,607-608ペー ジ,613ペー ジ以下｡BOD-

MER,前掲,294ページ｡

33) 1830年代になると,東スイスに隣接するグラールスで

も,｢Yasmas｣と称された綿捺染品などの生産が本格的

になっており,色織物と合わせて ｢レバント物｣と総称

された｡グラールスの捺染品の市場の拡大は,東南アジ

アなどでも色織物と似た経過を辿っており,興味深いが,

これについては紡績業の発展とともに稿を改めて論じる

ことにしたい｡

34) WARTMANN,前掲,509ページ以下｡JENNY,前掲,

36-38ページ｡オスマントルコでは,1861年までは輸入

関税率は従価で 5%を超えることはなく,また通過貿易

に対 しても12%を超えることはなかった｡

35) BeatWITSCHI, Schweizer auf lmPerlallStiSChen

PfadenIDieSchwelZerischenHandel5beziehungenmit

derLevante1848bl51914,1987,Stuttgart,109-111ベー

ン/0

36) WARTMANN,前掲,608-609ページ｡BODMER,前

掲,294ページ｡JENNY,前掲,36-38ページ｡
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白 ･色刺繍モスリン,低密の平織 ･紋織の織物

などであった｡多 くの東スイス商人がニュー

ヨークに拠点を築き,南部や西部-の販売拠点

としていた｡また中南米への再輸出も盛んで

あった37)｡1823年には,ライン西インド会社を

モデルに38),｢スイス-アメリカ貿易会社｣の

設立構想が生まれている｡

ヨーロッパ外の市場の比重の高まりは,刺繍

業にも共通する現象であった｡1810年代末から

1820年代にかけて,南欧市場向けには婦人衣料

用の刺繍が,またレバント市場向けにはターバ

ン用の白刺繍,色刺繍が,南アメリカ向けには

色刺繍が製造された｡ しかし,1820年代からフ

ランス市場に代わる本格的な市場となったのは,

調度品用の製品や,婦人用服飾品,ベッドカ

バーなどの普及品を中心としたアメリカ合衆国

市場である｡とりわけ,羅完茸嘉誓 j1-7向けの

生産は,消費が安定しており,主力となった｡

このように,周辺諸国市場の狭隆化を契機に,

東スイス綿工業は海外の遠隔地市場-と拡がっ

ていったのである｡

ⅠⅠ 東スイス織布業と輸出市場

1.機械化の進展

1830年代以降の,東スイスの綿工業の生産面

における最大の変化は,ジャカー ド機や力織機

の普及によって,それまで完全に家内工業的に

おこなわれていた織布業に,工場形態で集中的

に生産する事業所が出現したことである｡ トッ

ゲンブルクでは,ジャカー ド機の数は1830年の

12台から1840年には600台に,1845年には1500

台に達した｡技術的な洗練も進み,1840年頃に

は,綿と絹を用いた緯二重織 りなどの複雑な紋

織物の製造などの生産がおこなわれた39)｡東ス

イスの色織物業においては,工場形態-の移行

は,力織機の本格的な普及よりも30年近 く早い

37) WARTMANN,前掲,619-621ページ｡

38) WARTMANN,前掲,422-423ページ｡ライン西 イン

ド会社については,渡辺 尚 ｢ライン西 イン ド会社の難

破｣『経済学研究』第30巻第 1号,215-237ページ参照｡

39) JENNY,前掲,25ページ｡HUNGERBtiHLER,前掲,

90ページ以下｡
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時期に,ジャカー ド機の導入によって進展 した

のである｡

しかしながら,レバント市場の縮小後に重要

となった東アジア･アフリカ向けの色織物製品

のほとんどは,広い意味での平織物製品であり,

本来の意味での紋織物の製品は少なく,ジャ

カー ド機は必要ではなかった｡そのため販売市

場の移動とともにジャカー ド機の稼働台数も減

少していった40)｡

力織機の導入は東スイスでは1830年代から緩

慢に開始された｡1868年に4000台弱,1880年に

7734台に達 し,その後は漸増 して1900年には

8416台になった｡他方,東スイスにおける手織

機の数は,1840年の3万4000台前後から,1868

年には2万5000台前後となり,1880年には1万

1696台,1900年には7614台に減少した41)｡フォ

アアールベルクでも,1830年には力織機が設置

され,1840年以降は順調に普及した｡

当初からチューリッヒやグラールスの紡績企

業の主導で織布業への力織機の導入が進んだた

めに42),平織白綿布の織布の中心地は東スイス

からチューリッヒやグラールス-と移動した｡

東スイスにはスイスの手織機の3分の2が分布

していたが,東スイスの比重は力織機の場合に

は低く,1843年で僅か11%であった｡1857年に

22%,1864年には27%と,東スイスにおける生

産品目で力織機への移行が可能となるにつれて

比率が上昇 したが,1870年代以降は3-4割程

度でおおよそ横這いであった43)｡

40) ただ し,ジャカー ド機はカーテン製造などには用いら

れ続け,またモスリンへの応用 も,1850年代後半に開始

されている｡WARTMANN,前掲,474-475,511,524

ページ以下｡

41) TANNER,1985,前掲,41ペー ジ｡PeterDUDZIK,

Znnovat10n und Investit10n,･Technische Entwicklung

und UnternehmerentSCheide ln der SchweigerZSChen

BaumwollSPinnerei1800biS1916,1987,Zurich,464-466

ページ,501ページ｡

42) 1837年までの時点で,スイスに存在 した14の織布工場

の全ては,紡績企業によって設立されたものであった｡

1853年には,スイスの力織機の62%は紡績兼営企業に

よって所有 されていた｡DUDZIK,前掲,226ページ｡

BODMER,前掲,34ト343ページ｡

43) BODMER,前掲,344-345ページ｡WARTMANN,前

掲,474-475ページ,511ページ以下｡
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力織機-の移行が困難とされていた色織物の

生産においても,1851年のロンドン万国博覧会

への出品などを機に,1850年代には色織物用力

織機 (Wechselstuhl)の導入の必要性が認識さ

れるに至った｡Rieter社,Benninger兄弟社,

Honegger社,EscherWyss社などのスイス企

業もこれに取 り組み,1860年代には実用的な水

準に達した｡1865年には9つの色織物織布工場

が設立され,1866年には東スイスの色織物用力

織機は3900台に達して,1870年代には手織機の

台数を上回った44)｡また1870年には,隣接の

フォアアールベルクでも色織物用力織機が導入

された45)｡

他方,アッベンツェルを中心とする低密で薄

手の綿織物の生産では,力織機-の移行が技術

的に困難であり,1870年代頃までは手織工が多

数残存していた｡しかしここでも1870年代以降

は力織機への転換が進み,これら手織工の一部

は絹節 (ガーゼ)生産に転換 し,20世紀初頭ま

で手織機を使用し続けた｡

19世紀後半以降,次第に手織業が衰退するな

かで,絹締生産と同様に20世紀に至るまで例外

的に手織機が競争力を維持 したのは,同様に

アッベンツェルを中心 とする平繍織布業で,

1830年代以降は安定的に3000-4000人の雇用を

維持した｡生産は多数の小規模前貸商人によっ

て問屋制的に組織されていた｡織機は前貸商人

の所有であり,家内織布工の自立性は低かった｡

レバント市場での販売も盛んであったが, 19世

紀後半には主力市場はアメリカ合衆国となり,

ここで加工が施されてイギリスやインドに再輸

出された46)｡

2.生産組織と輸出機構

トッゲンブルクの色織物業では,19世紀半ば

に60を越える前貸商人が存在し,そのもとで 1

44) TANNER,1985,前掲,39,41ページ｡

45) HAGEN,前掲,16-17ページ｡
46) TANNER,1992,前掲,173ページ｡BODMER,前掲,

342-343ページ,368-369ページ｡JENNY,前掲,34-35

ページ｡平繍織物業でも,20世紀に入ると電機モーター
を用いて家内工業的に生産がおこなわれている｡

万5-8000人が就業していた｡色織物業では,白

物生産よりも生産の集中度が高く,4大前貸商

人は,問屋制のもとに2000人にも達する織工を

雇用していた47)｡1830年代末頃からは,これら

の有力な前貸商人が,織布工場を設け,また自

ら設立した染色所で染色をおこなうようになっ

た48)｡フォアアールベルクでも, トッゲンブル

クの染色職人を招致するなどして,1830年代以

降は色織物業の拡大に伴う染色業の発展がみら

れた49)｡織布前貸商人は家内工向けの整経所を

も多数設立した｡さらには紡績工場を買収ある

いは自ら建設したりした50)｡独立系の紡績工場

は色織物企業との長期的契約に基づいて専門化

した綿糸を供給した51)｡

この時期になると,前貸商人は,ザンクトガ

レン市の輸出商人に販売するのではなく,自ら

輸出活動にも乗り出すようになった｡これにつ

いては後に詳述するが,こうして東スイスには,

原棉の買付から製品の輸出販売活動までを統合

した企業が出現したのである52)｡これらの活動

に必要な膨大な運転資本は,自己金融の他,富

裕な個人や,貿易商会,バーゼルの銀行などか

ら調達された｡1863年には,これらの トッゲン

ブルクの企業によって トッゲンブルク銀行が設

立されている53)｡

47) HUNGERBtjHLER,前掲, 92ページ｡TANNER,

1992,前掲,175ページ｡

48) ただし,高度な技術を要するトルコ赤染は専門染色業
者がおこなった｡1843年には,ザンクトガレンには4045

の,トゥ-ルガウには37の染色場が存在した｡WART-

MANN,前掲,575ページ以下｡この時期には染色技術
も向上しており,1851年のロンドン万博では,とりわけ
糸染の技術は絶賛された｡AnnG.IMLAH,Britainand

SwltZerland 1845-1860,A Study of Anglo-Sw‡∫s

Relat10nSduringsomeCT7'ticalYearsforSwissNeutral-

1ty,1966,London,103ページ｡
49) NAGELE,前掲,88-89ページ｡
50) 19世紀半ばのトツゲンプルクには,1800錘から7344錘

の規模を有する7つの紡績工場が存在した｡規模は小さ
いものの,技術的には先進的な工場が多く,20-70番手

の絹糸を製造した｡HUNGERBtjHLER,前掲,94ページ0
51) FISCHER,前掲,183-205ページ｡
52) WARTMANN,前掲,518-520ページ｡JENNY,前掲,

25ページ｡VEYRASSAT,1982,前掲,214ページ｡
53) TANNER,1992,前掲, 175-176ページ｡WART-

MANN,前掲,474-475ページ,511ページ以下｡
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遠隔地市場の開拓は,こうした生産地での動

きと表裏の関係をなしていた｡そこで1840年代

以降の遠隔地市場での販売組織の編成について

確認しておく｡

小規模な製造業者の場合には,一般には東ス

イスや周辺諸国の有力な貿易商会の注文を受け

て販売した｡これらの商会は特定の市場に専門

化しており,仕向地に自社の商品倉庫を有して,

現地商人との取引関係を有していた｡注文時に

一定額が前払いされ,輸送費や保険料はこれら

貿易商会の負担であった54)｡

1840年代以降,スイス北 ･東部では,大きな

製造業者の場合には,自ら支店を開設するか,

あるいは現地に移住 したスイス人に有限責任出

資 したり,多額の商業信用を供与することに

よって,より直接的な販売活動をおこなった｡

この方法は,ザンクトガレン市やグラールスの

商人には盛んに用いられたが,地元商品の取扱

が専らであった トッゲンブルク商人はそれほど

おこなっていない55)0

トッゲンブルクの色織物業では,委託取次に

よる販売が重要である｡ この場合,製品は海外

の独立した取次企業によって扱われるが,商品

は製造企業の名の下で販売される｡ 取次企業は,

販売諸経費を差 し引いた上で,利益の10-15%

の手数料を受け取 り,残額を製品を製造した企

業に送金する｡ この場合,現地の判断でかなり

の程度柔軟に販売価格を設定できた｡この方法

は,1838-45年のレバント地方や,1860年代の

東アジアなどで大きな利益を生み出し,大規模

な貿易商社が生まれる1880年代半ば頃まで重要

な役割を演じた56)｡

いずれの場合でも重要であったのは,現地の

取次業者と製造業者との間の適切な情報の迅速

な伝達であった｡移住 したスイス人などからな

る現地の取次業者は,市況の変化を見定め,と

りわけ現地で製造されている人気商品に着目し

てこれをスイスの製造業者に送った｡スイスで

54) FISCHER,前掲,198-199ページ｡

55) FISCHER,前掲,199-200ページ｡

56) FISCHER,前掲,200-202ページo
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は,これらの商品を模して製造し,供給したの

である57)｡したがって,適切な教育をうけた信

頼しうる商人を有望な市場に派遣することは,

生産地全体にとっての利益となった58)｡現地の

スイス人商人は,バザールを通じて,ギリシア

人,ときにはアルメニア人や トルコ人に販売し,

これらの現地商人によって最終消費者への販売

がされた59)｡

他方で高ライン地域の他の産業分野と共同で

の輸出活動も模索された｡1857年には, トッゲ

ンブルクとチューリッヒの企業家の協力により,

チューリッヒに拠点を置く株式会社 ｢スイス輸

出会社 (SchweizerischeExportgesellschaft)｣
が設立された｡これは早くも1870年には倒産し

てしまったが60),産業横断的な輸出の組織化と

して注目される｡

3.輸出市場

次に,1830年代末以降の販売市場の動向を見

てみよう｡ まずヨーロッパ市場であるが,1830

年にネ-デルラントから分離独立したベルギー

では,保護関税が維持されたが,モスリンや刺

繍品などのスイスからの輸出は可能であった｡

ベルギーを切 り離したネ-デルラントは,1845

年には再び自由貿易主義的関税制度に復帰し,

綿製品の良好な市場となった61)｡他方イタリア

中南部では,色織物が婦人衣料向けに販売され

57) FISCHER,前掲,201-202ページ｡WITSCHI,前掲,

97198ページ｡

58) ザンクトガレンの商人理事会は,レバントに居住する

ザンクトガレン人と常に連絡を取 り合っていた｡1858年

には,オスマントルコ領には約690人のスイス人がおり,

コンスタンチノープル,スミルナ,ベイルー ト,アレッ

ポな どにスイス系大商会の拠点が多数存在 した｡

WITSCHI,98-99ページ,103ページ｡アレクサ ンドリ

アでの活動は1870年代から確認されるが, レバント桶の

輸入に携わるスイス商人はそれ以前から滞在 していたと

みられる｡

59) アルメニア人の綿製品取引活動については,深沢克巳

が興味深い研究を行っている｡｢レヴァント貿易と綿布

- 18世紀マルセイユ商業史序説｣『土地制度史学』第

109号,1-18ページ｡

60) WITSCHI,前掲,99ページ｡FISCHER,前掲,199-

200ページ｡

61) WARTMANN,前掲,616-617ページ｡
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ていた｡ナポリ近郊では,チューリッヒや東ス

イスの企業家が直接投資をして綿製品を生産し

ており,スイスからの輸入をある程度代替した｡

しか しその後 も束スイスからは持続的に輸出が

されていた62)｡ しか しながら,他のヨーロッパ

諸国では,19世紀後半に各種の通商条約が締結

されるまでは,通商環境の改善はみられなかっ

た｡

トッゲンブルク色織物業の勃興を支えたオス

マントルコの市場では,1832年と1846年に,粗

製濫造や品質詐称その他の問題を引き起こして

しまった63)｡またイギリスが,糸染めではなく

捺染によって現地の半絹製品を模倣 した製品を

輸出し,他方地元の製造業も成長してきたため,

1840年代後半以降は市場は縮小 した｡

ベルシア市場-は,1830年代初めから間接的

な輸出が増大 していた｡色織物や トルコ赤物

(捺染品など単色品)は,1850年代まではコン

スタンチノープル経由でバグダッドに輸出され,

さらにベルシアに大量に送られた64)｡

1820年代以降,アメリカ合衆国南部では,奴

隷の衣類 として色織物の販売が伸びていた｡し

かし,1857年の恐慌は大きな打撃となった｡ア

メリカとの取引が,最初からいわゆる委託販売

方式でおこなわれていたために,膨大な在庫を

抱えるに至った｡1860年代には南北戦争が勃発

し,南部を市場としていた東スイス産品の多 く

の取引が停止 した｡さらに極めて高率の保護関

税制度が採用されたことで打撃を受けた｡解放

奴隷が,それまで使用 していた色織物衣料を忌

避するようになったことも悪影響を及ぼした65)｡

中南米では,各種の薄織物,色織物,色刺繍

品, トルコ赤捺染品などが西インド諸島で販売

された｡またブラジルは,独立後の1828年に従

来のイギリス優遇の関税を廃止 して一律従価

62) FISCHER,前掲,189ページ｡WARTMANN,前掲,
609-612ページ｡

63) FISCHER,前掲,190ページoHUNGERBtjHLER,
前掲,89ページ｡JENNY,前掲,39ページ｡

64) WARTMANN,前掲,631-632ページ｡
65) WARTMANN,前掲,62ト624ページ｡FISCHER,前

掲,190ページ｡

15%の関税を走めたが,これを契機に,1830年

代からは東スイスから色織物の輸出が開始され

た｡1840年代からはリオ ･デ ･ジャネイロを拠

点に,また1860年代からはその他の都市でも,

現地に移住 した東スイス出身の商人との直接の

委託販売契約によって販売されたが,一部は,

他のヨーロッパ各地の商人に中継されて販売さ

れた｡しかし政情が不安で,高い輸入関税の採

用 もあり,販売は不安定であった66)｡

アフリカでは,消費者の購買力が僅かで市場

規模に限界があったが,1850年代以降はイギリ

スや ハ ンザ都市 の仲介 で腰 巻用 の幅広 の

｢Kangas｣や縫製向けの ｢Mouchoire｣など,

トッゲンブルクの色織物の販売が持続 してい

た 67)｡

インドとの貿易は, トルコ赤物ではじまった｡

1835年には,ウインター トゥ-ルの商人がイン

ドに渡 り,直接輸出のための商業的な繋が りを

初めて構築するに至ったが,その後は続々とス

イス商人がインド以東の各地に渡航 して輸出活

動を支えた68)｡その後,平織,紋織,刺繍モス

リンなどが,現地のスイスあるいはイギリスの

貿易商会を通 じて販売された｡色織物では,

1860年代以降はセイロン島が本土よりも重要と

なった69)｡

インドよりも造かに重要であったのは,バタ

ビアを拠点とする東南アジア市場である｡ 現地

の消費者の晴好が レバ ント市場にある程度近

かったため,早 くも1830年代から,レバント市

場を拠点とするアラビア人商人による中継輸出

が開始され,その他は各国の大貿易商社によっ

て中継された｡現地での販売は華人系商人に信

用を供与 しておこなわれた｡ ここで も重要で

あったのは,｢SarongsJ｢Cambayas｣などの

66) FISCHER,前掲,190-191ページ｡WARTMANN,前
掲,625-627ページ｡

67) FISCHER,前掲,192ページ｡HUNGERBtlHLER,
前掲,81ページ以下｡JENNY,前掲,39ページ｡

68) HansConrad PEYER,"Ausden Anfangen des

schweizerischenIndienhandels;BriefeSalomonVolk-

artsanJohannHeinrlChFierz1845-1846"所収 ;Zilrcher

Taschenbuch,Band81,1961,Zurich,110-112ページ参照｡
69) WARTMANN,前掲,632ページ｡
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現地製品の模倣であった｡1850年代半ばからは

マカッサル,セレベス,シンガポール,ペナン

などが集散地 として成長 し,東南アジアは,

1860年代には トッゲンブルクの色物生産の重要

な市場となった｡ここでは委託販売制度が主体

であり,直接の受注販売は1860年代末から開始

された｡しかし,1880年代以降は,地元の購買

力の低下などで市場は次第に縮小 した70)0

1850年代には,東スイスの通商網は東アジア

にも達した｡中国市場は,厚手の低級品の消費

が中心であること,またイギリス,アメリカ合

衆国の製品がすでに浸透 していたことから,そ

れほどの重要性を持たなかった｡これとは対照

的に,開港後の日本の市場では,細い縞模様の

入った藍色の織物を中心に輸出が伸びた71)｡し

か し,日本での綿織物工業の発展のために,

1860年代末以降はむしろ染色綿糸の輸出が伸び

ている72)｡

以上みてきたように,東スイスの織物業の市

場は,1820年代までのヨーロッパから,1830年

代にはレバントに,そして1840年代以降は南北

アメリカ大陸,西 ･南アジア,東南アジアに拡

大 した｡概 して熱帯,亜熱帯地域の,色織物に

合致した消費様式を持つ地域が重要であった｡

色織物は捺染品との代替性が強く,1860年代

以降は各地の市場でイギリスなどの捺染品に圧

迫された｡また銀価格の持続的低下による東ア

ジアでの売 り上げの縮小 も打撃となった｡また

アメリカでも関税の引き上げと地元工業の発展

によって市場は狭まった｡そのため1870年代以

降は,東スイス色織物業は次第に衰退していっ

たのである｡

70) WARTMANN,前掲,633-634ページ｡FISCHER,前

掲,191-192ページ｡

71) 幕末期の日本市場の開拓の努力については,中井晶夫

が極めて実証的な研究をおこなっている｡『初期 日本-

スイス関係史』,風間書房,1971年｡

72) BODMER,前掲,344ページ｡WARTMANN,前掲,

635ページ｡
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ⅠⅠⅠ 刺繍業の発展過程

1.19世紀の手刺繍業の展開

ザンクトガレン市を中心に組織される刺繍業

は,19世紀半ばまではむしろ生産の主要拠点を

ライン河の対岸に置いており,スイス側での雇

用は数千人程度であった｡しかし,機械式刺繍

業の発展と,綿織布業部門における1870年代以

降の雇用の縮小を背景に,東スイスでも刺繍業

の雇用は格段に増加し,19世紀末には刺繍業は

スイス綿工業の中でも最大の就業部門となって

いた｡1900年の統計では,東スイスでは5万

1491人 (うち工場法対象者は1万6700人程度)

が刺繍業に従事 していたのである73)｡フォア

アールベルクの1万7000から2万人の刺繍工も,

大部分がザンクトガレン市の輸出商会のもとで

直接 ･間接に就業していた74)｡

革命 と戦争 とによるフランス市場の喪失に

よって金糸,銀糸,絹糸などを多用する高級品
ひらぬい

市場全体が縮小 した後は75),高級品は平繍刺繍

莱 (Plattstichstickerei/フラットステッチ刺

繍) で のみ生産 され, そのため に これ は

｢Feinstickerei｣と呼ばれた｡1840年代からは

女性用衣類の装飾として平繍刺繍品がフランス

市場に密輸された｡刺繍品は重量対価格比が抜

群に高かったから,密輸は極めて容易であった｡

パリの大商会は,デザインの印刷見本を東スイ

スに送って刺繍品を発注した｡この過程で洗練

された製品の製造に習熟したため,手刺繍によ

る高級平繍刺繍品生産は1840年から1860年に最

盛期を迎えた｡

それに対して,鎖編刺繍業 (Kettestichsticke-

rei)は,1830年代以降は ｢Grobstickerei｣ と

呼ばれた76)｡1838年には,チュール地とモスリ

73) JENNY,前掲,64ページ｡

74) ViktorHOFMANN,BeltrldgefurneuerenbsteTTelChis-

chenWt'rtSChaftsgeSChichie,･DieAnfdngederbsteTTeich15-

Chen BaumwollwaTTemnduStriezn denbsteTTelChischen

AIpen広ndernim 18.JahrhundeTl,1926,Wien,314-315

ページ｡

75) WARTMANN,前掲,544ページ以下｡

76) 鎖編刺繍業では,鎖編みした刺繍糸を刺緑地に縫いつ

ける｡これによって製造時間は大幅に短縮された｡/
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ンとを縫い合わせて刺繍をし,図柄以外の部分

を切 り抜 く製品 (Application)が開発 され,

多様な製品の製造が可能になった77)｡1840年代

以降は,とりわけアメリカ合衆国市場などで採

光用 カー テ ン向 けに需要 され, そのため

Grobstickereiはカーテン刺繍 と同義語となっ

た｡

刺繍地はチューリッヒの織布工場から,ある

いは低密薄綿布ではアッベンツェルの手織工か

ら調達され,チュールの場合にはイギリス製品

が使用された｡刺繍糸となる撚糸は,刺繍地と

均一にするため入念に漂白された78)｡

刺繍業においては束スイス ･フォアアールベ

ルクの競争力は極めて強く,とりわけ高級品で

は,ザクセンやスコットランドなどの競合する

産地に対 して優位に立った79)｡1851年のロンド

ン博覧会では,刺繍品はスイスでは絹製品に次

いで多い11のメダルを受賞している80)｡

2.刺繍機の導入

刺繍は,イギリスよりも大陸において機械の

開発と製造とが先行 した例外的な分野である｡

平繍刺繍業で用いられるプラット刺繍機の原型

は, ミュルーズ (アルザス)の J.Heilmannに

よって発明された｡1829年頃,ザンクトガレン

＼HugoGLAFEY (ed.),Tertll-LerikonIHandwbrter-

buchdergesamten Tertilkunde,1937,Berlin,603-604

ページ,および,JENNY,前掲,47-58ページ｡刺繍品
の実例については,Textilmuseum desKaufm益nischen

DlreCtOrium St.Gallen,KunstwerklnWeiss,StlCkereZen

auSSLGallenundAppengellim19.Jh.1983,St.Gallen.

を参照｡
77) JENNY,47-58ページ｡白刺繍の他に,染色糸を刺繍

糸とした色刺繍や,捺染を施した刺繍地を用いた複雑で
高価な刺繍品なども製造されていた｡

78) WARTMANN,前掲,52ト524ページ,568ページ｡
JENNY,前掲,61-62ページ｡

79) Reportfrom JelingerC.SYMONS,Esq.onFrance,

Belglum,Switzerland,and PartofAustria,BrltlSh

ParllamentaryPapeTT,Industr2'alRevolution,Tertlles9I

Report50f AssistantComm25510ne7TSOn Hand-Loom

Weavers Zn SeveralDistrictsofEngland,Scotland,

IrelandandcontinentalEurope183911840Hand-Loom

Weavers(Reprint),1970,Shanon/ireland,13-196ページ
所収,118ページ｡

80) IMLAH,前掲,104-105ページ｡

の F.Mangeは,Heilmannからこの刺繍機 2

台を購入 し,改良を加えた｡その後も, トゥ-

ルガウやザンクトガレンで改良の努力が続けら

れ,1850年頃にはようやく実用的な水準に達し

たとみられる81)｡当初は機械製刺繍品に対する

偏見が強く,機械刺繍品の売れ行きは芳しくな

かったが,アメリカ合衆国市場の開拓を契機に

刺繍機は急速に普及した｡

1865年のザンクトガレンでは,プラット刺繍

機600から650台,刺繍工場 (刺繍機 8台以上)

35が存在 し,女性1015人,男性967人,児童328

人が機械式刺繍業に就業していた｡1890年には,

乗スイス全域で 1万8000台のプラット刺繍機が

稼働 しており,隣接のフォアアールベルクには,

1880年には1404台,1890年には3000台が存在し

た82)｡

刺繍業の主流は平繍刺繍であったが,鎖編刺

繍業で も,1865年に,｢PariserMaschine｣ と

呼 ばれ る一本針 の鎖編刺繍機 (Kettestich-

maschine)が導入された83)｡

他方,各種の刺繍機の導入以後も,アッベン

ツェル-インナーローデンを中心に,手刺繍業

が主として女性によって営まれ続けた｡1900年

になっても,なお1万2000人がこれに従事 して

いた84)｡

刺繍業においては,機械制生産の導入は工場

81) この刺繍機は,後のシャトル刺繍機に対して,平繍刺
繍機 (Plattstich-StickmaschineあるいはHandmaschine)

と称された｡この機械では,見本をなぞる動作を,パン
タグラフ機構を用いて4-6分の1の大きさに縮小して
伝達し,数百本の刺繍針を同時に動かす｡刺繍針は両端
が尖っており中央に針穴を持ち,刺繍地を完全に貫通し
つつ刺繍糸を縫いつけた｡製品は,数センチ幅で反復模
様を措くことになる｡操作には強い筋力が必要で,男性
が刺繍工として従事し,これと1-2人の女性が組に
なって働いた｡1966年には水力駆動に成功したが,シャ
トル刺繍機の登場まで,動力利用は進まなかった｡
WARTMANN,前掲,562ページ以下｡JENNY,前掲,
58-60ページ｡

82) TANNER,1992,前掲,180ページ｡NAGELE,203-

212ページ｡WARTMANN,前掲,575-602ページ.
83) この機械の生産性は手刺繍の3倍にとどまる｡この機

械による製品の半ばはフォアアールベルクで生産されて
いた｡NAGELE,前掲,195-196ページ｡

84) TANNER,1985,前掲,123-128ページ｡
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制への移行を意味 しなかった｡プラット刺繍機

を使用する事業所の平均規模は当初か ら小 さ

かった｡ しか も,1870年代半ば以降は分散的な

生産の傾向がむしろ強まった｡色織物業が1870

年代以降衰退すると,それまで色織物業に従事

していた トッゲンブルクの織布工が刺繍機を購

入 して刺繍業に転 じ,また刺繍工場労働者も,

刺繍機を購入するだけの貯蓄を得ると,独立 し

たのである85)｡統計上は,8台以上の刺繍機を

有する場合に ｢工場｣扱いとなるが,この刺繍

｢工場｣の数は1880年の224から1890年の181に

減少 し,｢工場｣に置かれた刺繍機の比率は,

1876年か ら1890年の間にザ ンク トガレンでは

56%か ら32%へ, トゥ-ルガウでは70%か ら

18%-,アッベンツェルでは55%から28%に下

落 した｡1878年に制定された連邦工場法が, 3

台以上の刺繍機を有する事業所にしか適用され

なかったことも分散的生産-の傾向を強めた86)｡

他方,鎖編刺繍機 も,ほとんどは家内工業的に

使用されていた｡

1884年には,ザンク トガレン市を本拠 とする

刺繍工連盟が設立された87)｡この組織は,刺繍

機を所有する人々によって構成され,刺繍工場

主も独立刺繍工 もともに対等の資格で加盟 して

いる｡工場制生産と家内工業的生産とが併存す

る刺繍業の特質を反映 した組織 ということがで

きるだろう｡

3.刺繍業における生産と流通

手刺繍業においては,一つの刺繍品は, 3,

4種類のデザインによって構成される｡ 労働者

は専門化 してお り,工程の一部のみを担当 し

た88)｡刺繍デザインは,商人の雇用する芸術家

的才能を持つ熟練工がモスリンに捺染 し,刺繍

86) LAURENT,前掲,34ページ｡TANNER,1992,前掲,
181ページ,190ページ｡

87) 正式名称は,CentralverbandderStickerei-1ndustrie

derOstschweizunddesVorarlbergesである｡この組織
については,LAURENT,前掲,4-9ページを参照｡

88) JohnBOWRING,&rzchtandasengllSCheParんment

ilberden Handel,die Fabrlken and Gewerbe der

SchwelZ:NachderofP之iellenAufgabeausdemEngllS-

CheniLbers.YonDr.h‥..‥e.,1837,Zurich,48ページ｡

99

工はこれをなぞって刺繍をするのである｡ 通常

は, アッベ ンツェルなどの出身のフェルガ-

(Fergger)と呼ばれる仲介業者が商人と刺繍工

とを仲介 した｡ただし高級刺繍品では,輸送の

便宜や汚れ-の配慮,欠陥品のチェック,流行

-の対応などの様々な理由から,ザンク トガレ

ン市近郊で生産されて輸出商人が直接刺繍工を

監督 した｡フェルガ-は農村を巡回して,必要

なステッチの見本とともに,刺繍地や刺繍用の

撚糸を供給 した89)｡

これらフェルガ-は,しばしば複数の輸出商

会との取引を有 した｡どの刺繍工に刺繍させ,

賃銀をどれだけ払 うのかはこれら仲介業者の裁

量にまかされており,輸出商会から固定 した手

数料を受け取るのではなく,その自立性は必ず

しも低 くはなかった90)｡フェルガ-の仕事には

企業家 としての機能が集約されており,東スイ

スやフォアアールベルクではフェルガ-は綿工

業関連の産業資本家の母胎となった91)｡

輸出商人とフェルガ一,独立刺繍工などの間

の取引は,毎週ザンクトガレン市の市場でおこ

なわれた｡輸出商人の8割はザンクトガレン市

出身で,残余はアウサーローデンの出であった｡

1890年には260の輸出業者が刺繍品の輸出に関

与 していた92)｡

刺繍機械の普及期になると,輸出商人は,そ

れまで刺繍業が盛んでなかった地域に進出して

家内刺繍工に生産下請をさせた｡そのため刺繍

機の普及にともない,もともと強かった輸出商

人の市場支配はさらに強まった｡刺繍工場主や

独立刺繍工の自立性は弱まって,輸出商人の下

での下請け生産の比率が高ま り,1872年には

56%,1880年には70%,1890年には91%にも達

した｡これらの輸出商人は, しばしば刺繍工場

89) WARTMANN,前掲,170ページ以下,604-605ペー
ジ｡JENNY,前掲,64-66ページ｡TANNER,1985,前掲,
11ト112ページ｡

90) TANNER,1985,前掲,111-112ページ｡
91) 刺繍業では,フェルガ-という言葉は今日でも使われ

ている｡ArnoJ.FITZ,DieFrilhlndustrzaliSlerung

VorarlbergsandihreAuswukungenaufdieFamzllen-

Struktur,Band2,1985,Dornbirn,59-61ページ｡
92) TANNER,1992,前掲,182ページ｡
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の設立に出資して安定的な商品調達をはかった｡

また輸出商人は自ら仕上げ工程に進出したり,

仕上げ所との長期契約を結ぶこともあった｡つ

まり,刺繍機の導入を機に,輸出業者こそが生

産の統括者となり,刺繍工場主は単なる下請と

化したのである93)｡

最後に,刺繍品の販売市場についてみてみよ

う｡ 刺繍業においても,輸出の比重は圧倒的で,

外国人を相手に営業するスイスのホテル業界な

どが19世紀末から市場となったのを除けば,国

内での販売は僅かであった｡

1830年代以降,鎖編刺繍業では最大の市場は

アメリカ合衆国であった｡しかし,1857年の恐

慌,南北戦争,保護関税制度の導入と為替変動

などで,その後は振るわなかった｡1860年代以

降にアメリカ合衆国市場で売 り上げを伸ばした

のは,機械製の平繍刺繍品である｡ ニューヨー

クの貿易商会の買付人として1853年にザンクト

ガレンを訪れたハンブルク人が,.生産国を隠し

て ｢Hamburgs｣の名前で輸入 したことが契機

となった｡アメリカ市場では委託販売ではなく

買取制で販売され,安定した売上が期待できた｡

プラット刺繍機での労働生産性は手刺繍品の20

倍から40倍に達 したため,製品は低廉化したが,

これは大衆化したアメリカ市場の構造に適合的

であった｡また,当時のアメリカではミシンの

普及によって白物の既製服生産が拡大していた

が,機械製の安価な刺繍品はその装飾に最適で

あった94)｡こうして,平繍刺繍業では,アメリ

カ合衆国市場は輸出先の過半を占め95),次いで

イギリス市場が重要であった｡最も古 くからの

93) TANNER,1992,前 掲, 18ト182ペー ジ｡WART-

MANN,前掲,603-604ページ｡

94) WARTMANN,前掲,559-561ページ｡

95) 刺繍品の生産価額は2500万フラン近くに上ったが,そ

の内訳は,北米向けが1100万フラン,イギリス向けが

700万フラン,フランス向けが300万フランであった｡

JENNY,前掲,60ページ｡TANNER,1992,前掲,182

ページ｡WARTMANN,前掲,605-606ページ｡1885年

には,ザンクトガレンからアメリカ合衆国への輸出 (主

として刺繍品)は,スイスの他のカントンのアメリカ合

衆国への輸出総額 に匹敵 した｡LAURENT,前掲,

11-13ページ｡

市場であるフランスでも,1866年にスイスとフ

ランスとの通商条約の結果,従価10%という低

関税率でのスイス製刺繍品の輸入が許可され,

販売は好調であった96)｡

刺繍業においても,欧米以外の市場での販売

がなかったわけではない｡レバント,ベルシア

などでは自刺繍,色刺繍品などが販売されたし,

インドでも,薄くて高級な白刺繍品が,裕福な

現地人のターバンとして,刺繍モスリンなどと

ともに販売された｡東南アジアなどのヨーロッ

パの植民地では,現地の白人移民の家庭で,自

刺繍カーテンなどが需要されている｡ 他方,中

南米市場でも1830年代以降,現地に渡ったザン

クトガレン市の商人によって,不安定ながら刺

繍品の販売がされた97)｡しかし総じて,色織物

業とは対照的に,刺繍品の市場となったのは欧

米文化圏の購買力の高い消費者であった｡

ⅠⅤ 農村工業と世界市場

1.産業資本の形成過程

19世紀の束スイスの工業活動を支えた前貸商

人,工場主,輸出商人達は,どのような社会層

からどのような経緯で生まれてきたのであろう

か｡18世紀半ばまで亜麻産業を基軸に発展して

きた束スイスにおいては,ザンクトガレン市の

商工業における地位は突出していた｡しかし18

世紀にツンフト規制に服さない綿工業への転換

が進行すると,事態は変化した｡都市は生産に

対する関与を弱め,その活動は綿糸の売買や綿

布の輸出販売に限定されるようになったのだが,

ザンクトガレン市内において旧来の富裕層に代

わってこれをおこなったのは,手工業者や小商

人などから上昇した人々であった98)｡こうして

生まれた綿製品を取 り扱う商人は,ザンクトガ

レン市には50人から60人,またアッベンツェル

には30人ほど存在 し,またその他にも, トッゲ

ンブルクの幾つかの小都市やアルボン,ロール

96) WARTMANN,前掲,56ト562ページ｡

97) WARTMANN,前掲,627ページ以下｡

98) VEYRASSAT,1982,前掲,159ページ｡TANNER,

1992,前掲,168-169ページ｡
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シャッハなどにもみられた99)｡

他 方農村 で は,多 数 の ファブ リカ ン ト

(Fabrikant)が出現 して,綿の紡績や織布を組

織 していた｡ファブリカントは,大規模に生

産 ･流通を組織する企業家一般に用いられた呼

称であるが,その実質は,ほとんどの場合前貸

機能をも持つ問屋商人である100)｡1800年頃に

は,アウサーローデンには400人以上のファブ

リカントが,また トッゲンブルクでも100人以

上のファブリカントが存在したとみられる｡ と

りわけアッベンツェルではファブリカントの多

くは零細で,自ら織布をおこなう例も珍しくは

なく,ほとんどは,20人を超える織工を雇用す

ることはなかった｡ファブリカントに必要で

あったのは,僅かの資本金と,糸についての知

識 と織布の経験,それ と輸出商人とのコネで

あった101)｡ したがって,織布工からファブリ

カントへの上昇は困難なことではなかった｡他

方アッベンツェル以外の地域,とりわけ トッゲ

ンブルクでは,少数のファブリカント-の集中

が進行し,ファブリカントがフェルガ-を用い

て前貸活動を組織するようになった｡

問屋制のもとで働 く織工達の独立性がどの程

度であったのかを明らかにするのは容易ではな

い｡織機は,亜麻織業と同様に,織布工の所有

であった｡しかし,綜銚その他のデザインに関

わるような道具はファブリカントの所有であっ

た｡他方,平繍織物業やジャカー ド織布業では

織機はファブリカントの所有であった102)｡

99) TANNER,1985,前掲,23ページ｡FITZ,前掲,54

ベーン0

100) ファブリカントには,規模が小さく自ら直接生産活動

に携わる者や,自前の勘定での業務もおこないながら他

の前貸商人の下でも働く前貸請負人的な者もいた｡前貸

請負人は,刺繍業と同様にフェルガ-と呼ばれたが,

ファブリカントはしたがってこれをも包摂する概念であ

る｡いずれにせよ,｢ファブリカント｣の語の広い語義

は,製造業者と商人との境界の稀薄な当時の綿工業の現

実の反映であったというべきで,これらのファブリカン

トに ｢前期的｣商人資本といった性格規定を与えること

はできないと思われる｡

101) TANNER,1985,前掲,48-50ページ｡VEYRASSAT,

1982,前掲,179ページ｡

102) TANNER,1985,前掲,62-63ページ｡19世紀初めには,

それまで反物あたりの賃銀を支払われて生産していた/
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いずれにせよ,生産者に対する商人による短

期の信用供与のシステムとしての問屋制は維持

されていたと考えられる｡ そしてこうした状況

の中でも,直接生産者たる織布工がフェルガ-

としての活動を開始する,あるいはさらに財を

蓄えて自ら前貸商人たるファブリカントになる,

といった上昇の事例は珍しくはなかったとみな

ければならないだろう｡ しかし,1830年頃から

製品分野によって工場制の導入が進み,また遠

隔地市場-の販売の必要性が高まると,零細な

織布工がこれらの資金力を有する活動に参入す

ることは不可能となり,他方で有力なファブリ

カントは上流,下流へ進出して垂直的統合を実

現していった｡

とりわけ注目されるのは,1830年代以降の

トッゲンブルクのファブリカントの輸出業務へ

の進出である｡この頃までは, トッゲンブルク

のファブリカントは自前の輸出組織を有してお

らず,彼らはザンクトガレン市やアッベンツェ

ルの輸出商人に製品を販売した｡ファブリカン

トと輸出商人の取引は,多くの場合,ザンクト

ガレン市内にある商品集散所に,特定の日時を

決めて製造業者とこれら商人とが集まる形でお

こなわれた｡また,定期的取引をおこなう商人

が,委託倉庫を所有して販売委託をうけた商品

を保管する場合もあった｡この場合には,売れ

残った商品は製造業者に返品された｡綿布の一

部は,アルザス,グラールス,ヌーシャテルな

どの捺染業者に販売され捺染された｡また輸出

商人は,各地のメッセで綿布を転売したり,あ

るいは輸出商人が外国に有する支店に送って現

地商人に販売した｡取引関係を有する主要都市

の貿易商会に販売することもあった｡商品の輸

送や商品代金の送金などをおこなったのは,輸

出商人であり,ファブリカントがこれに関与す

ることはほとんどなかった103)｡1830年代末に

＼織工が,この時期には掛け売りで綿糸を購入して製織 し,

現金払いでこれを販売して糸代を支払い,再び原料を購

入す る, とい うよ うになった とい う｡HUNGER-

BtTHLER,前掲,80ページ｡

103) FISCHER,前掲,197-198ページ｡
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東スイスを調査 したシモンズは,東スイスでの

綿布生産の方法について,スコットランドとの

相違として,商人と織布工の間に ｢ファブリカ

ント｣が位置 していることに着目しているが,

これはファブリカントによる生産業務と都市商

人による輸出業務とが戟然と別れていたことを

示していると考えられるだろうユ04)｡

ところが,ちょうどこの時期か ら,多数の

ファブリカントが貿易活動に参入するように

なった｡機械制紡績業の発展によって綿糸の品

質が標準化され,また化学漂白法の導入で在庫

の圧縮が可能になったことで,ファブリカント

に余裕ができたのである105)｡当初は,販売旅

行をした り販売代理契約を結ぶことで, ヨー

ロッパの主要都市やメッセに人を派遣 して販売

をおこなった｡他方レバントやアメリカとの取

引では,手紙や商品見本のや りとりに頼った｡

そして次第に遠隔他市場での販売が本格的なも

のになると,Ⅰ節で詳述したような,より恒久

的な販売組織が構築されたのである106)｡

既述のように,これらのファブリカントは,

ジャカー ド織布場を設けたり,染色所や紡績工

場の設立にも乗 り出しており,1840年前後には

本来の意味での産業資本家としての性格をも持

つに至っていた｡

このように,織工から産業資本家に至る上昇

転化の道が開かれていたのだが,この上昇の過

程は,ほとんどの場合,フェルガ-などを経由

しての問屋商人-の上昇,そしてこの問屋商人

の産業資本家への転化という経路をとったこと

に注意しなければならない｡これらの産業資本

家は,その活動の内容の如何にかかわらず,発

生史的にいっても本人の自意識的からしても,

商人としての性格を色濃く有していた｡農村の

ファブリカントが目指していたのは,製造業主

ではなく,商人であり,子弟の教育も,通常は

商人的教育が普通であったのである107)｡

104) "ReportfromJelingerC.SYMONS,Esq-",前掲,
119ページ｡

105) TANNER,1985,前掲,52ページ｡
106) FISCHER,前掲,198ページ｡
107) TANNER,1992,前掲,172ページ｡
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実際,19世紀中葉の トッゲンブルクの有力な

産業資本家のほとんどは, 2, 3世代にわたっ

てファブリカントとして活動していた家系の出

であった｡彼らの多くは学校教育と内外での商

業に関する実務経験を有していた｡商人的 ･技

術的知識と経験,それに商業的なコネを欠く下

層の人々にとっては,これらの活動に参入する

のは極めて困難であった108)｡

他方,刺繍業においては,ザンクトガレン市

に拠点をおく輸出商会の支配力は19世紀を通じ

て強力であった｡理由は,流行の変化が遥かに

激しく,またデザインの優劣が商品の競争力に

決定的に影響するという刺繍品の性質,原材料

の高価さ,そして製造工程が複雑で,かつそれ

ぞれの工程を一貫して管理する必要があること

などである109)｡そのため,刺繍業ではザンク

トガレン市の輸出拠点としての地位はきわめて

重要で,各地の大規模事業所からそれぞれに輸

出がおこなわれる織物業とは対照的であった｡

刺繍業では,いわば,家内工業という生産にお

ける分散性が,流通拠点のザンクトガレン市-

の集中に帰結していたのである｡

このように,生産と流通との間で企業的 ･人

的な分業関係がどのような形態をとるか,ある

いは直接生産者の上昇過程や,生産者の側から

の商業活動-の進出という過程がみられるかど

うかということは,その産業の技術的条件や生

産物の商品としての財の性格に規定されるとこ

ろが大きい｡しかしいずれにせよ,束スイスの

工業の発展過程は,チューリッヒにおける発展

過程とは類型的に異なるものとして位置づけら

れるだろう｡

東スイスとグラールスの綿工業を分析 したベ

ラサーは,1760年代以降のザンクトガレン市に

おける問屋制前貸商人 ･綿布販売商人-の都市

織工等の上昇転化の過程を確認し,また,18世

紀末のザンクトガレン市で,国際資本市場から

の撤退と,遠隔地商業活動の衰退,金融基盤の

108) TANNER,1985,前掲,52-53ページ｡
109) TANNER,1985,前掲,23ページ｡FITZ,前掲,54

ベーン ○
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弱体化が進んだことを指摘している｡ ベラサー

の分析では,18世紀末から1830年前後までのス

イスの流通機構は,チューリッヒやバーゼルに

拠点を置き,植民地物産取引をおこなう大規模

な輸入商業網と,東スイスに立脚する小規模な

輸出商業網から構成されていた110)｡したがっ

て,遠隔地市場への進出は,既存の輸出企業で

は対応できず,ファブリカントが力をつけて自

ら輸出に乗 り出す1830年代を待たなければなら

なかった｡ザンクトガレン市の輸出商会の場合,

銀行家兼商人は稀で,資本力に乏しく,信用機

構は不十分であり,商人達は資本の回転期間を

長くするような試みには敵対的であった｡その

ため乗スイスでは,チューリッヒとは異なり,

商業部門で蓄積された資本の工場制生産部門-

の流入が不十分であり,当初紡績業へ参入した

商人達もすぐに撤退してしまった111)｡

このベラサーの見方は,チューリッヒ綿紡績

業の発展の重要性を限定的なものにしか理解 し

ない点で問題を学んでいるものの,大規模な遠

隔地貿易活動と,近代的な工業部門の成立との

間の密接な連関を捉えた点で重要な視点を含ん

でいると考えられる｡ 資本力に富む強力な輸入

商業網を背景に,チューリッヒでは原棉輸入と

密接に関連する紡績工業の発展が可能となった

のであり,他方,資本力に乏しい東スイスでは,

機械化に伴 う負担を回避する道が残されていた

織布や刺繍業などの主導で,労働集約的な発展

を遂げたと考えられるのである｡

チューリッヒの近代的工業部門と,東スイス

の家内工業的な部門とは,工程間の分業関係に

たっていた｡したがって,農村の直接生産者の

上昇過程 という点に引 きつけて,東スイスや

フォアアールベルクの農村工業的な発展過程を,

いわゆる局地的市場圏の拡大 ･発展の過程とみ

ることはできないだろう｡ 綿工業に著しく特化

110) VEYRASSAT,1982,前掲,241ページ,244ページ以
下｡

111) VEYRASSAT,1982,前掲,107ページ,122-123ペー
ジ,126-135ページ,164-165ページ,225ページ以下,
243-249ページ｡
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した東スイスとその周辺の地域は,内部的な均

衡あるいは均衡を回復させるような傾向を持つ

市場圏という性格規定からはかけ離れている｡

むしろ,農村工業の発展の中で観察されたのは,

域内の市場的均衡を,植民地物産と結びついた

大規模商業が破壊し,それが新たな発展の契機

となってゆくという過程であったのである｡

2.遠隔地市場の位置づけ

最終消費財を生産する東スイスでは,19世紀

における隣国市場からの締め出しに直面 して,

海外市場を開拓する努力が意識的におこなわれ

た｡東スイスの工業活動がスイス全体に占める

比重は大きく,かつスイス西部の時計工業など

も輸出依存度が極度に高かったため,19世紀の

スイスの貿易依存度は高い値を示していた112)｡

1851年のスイスの租輸出額推計は, 2億5300

万フラン,他国で生産された商品の再輸出を除

外すると,純輸出額は2億1300万フランとなる｡

そのうち,隣接の4カ国への輸出は5200万フラ

ンで24%,残余はそれ以外のヨーロッパ諸国か,

あるいは海外市場への輸出である｡粗輸出額で

輸出先の詳細をみると,隣接 4カ国国内消費向

け輸出が7900万フラン,その他のヨーロッパ諸

国向けが1300万フラン,それに対し,海外市場

向け輸出は1億6100万フランである｡ 海外市場

の内訳で は,南北 アメ リカ大 陸 の割合 は

52-57%,レバント市場は15-19%,インド以東

の市場は5%となる113)｡

その後,イギリスに始まる自由貿易の流れと,

各国との通商条約の締結によって,ヨーロッパ

市場の重要度は増していった｡1860年前後につ

いて,再びベラサーの推計を用いると,ヨー

ロッパ市場は62-64%,北アメリカ市場は18%,

112) KOLB,前掲,33ページ以下｡
113) 租輸出の海外輸出先構成と純輸出の輸出先構成に相違

がないと仮定して純輸出先の海外市場での構成を概算し

た ｡B6atrlCeVEYRASSAT,"LaSuissesurlesmarch台s

du monde;Exportationsglobalesetrbparltion gbo･

graphiqueauXIXesi占cle:Essaidereconstitution,"Paul

BAIROCH,Martin KdRNER (台d.),La SulS,edams

l'dconomiemondiale/DieSchwelZlnderWeltwZrtSChaft,

Gen占ve,1990,293-303ページ,312ページ参照O
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ラテ ンアメリカ市場 3%, レバ ント市場11-

12%,インド以東の市場は4%となっている｡

さらに世紀末については,最終仕向地が把握さ

れていないため海外市場が過小評価されている

としつつも,ベラサーは8割近いヨーロッパ市

場の比重を示 し114),スイスの貿易の19世紀後

半における ｢ヨーロッパ化｣の傾向を跡づけて

いる｡しかしながら,スイス全体の輸出先構成

の変化にもかかわらず,19世紀末においても,

東スイスの輸出の主力はやはりアメリカ合衆国

などの海外市場に向けられていたし,また輸出

依存度自体も依然として高かったのである｡

この遠隔地との貿易は,単に販売市場の開拓

という意味で重要性を有したのではなかった｡

東スイスの輸出活動は,それ以前から存在 して

いたこの地域からの活発な輸入の動きによって

準備されたものである｡ 貿易活動が,当初は ト

ルコなどアジア各地からの優れた繊維製品の輸

入や,その他の植民地物産の調達など,当初は

ヨーロッパへの ｢輸入｣の局面に主導されて展

開したことは重要である｡ 外来の商品を模倣す

る過程で,東スイスの生産者は技術を習得し,

ついには競争力の上でも優位に立つに至ったの

である｡レバントへの輸出活動が1830年代から

本格化 した背景には,ヨーロッパの産業競争力

が,産業革命を前提にしてこの時期にようや く

アジアに追いついた,という事情があったので

あり,代替的市場の開拓という消極的理由のみ

ではない｡綿工業においては,19世紀半ば頃ま

での発展は,ある種の輸入代替の過程とみるこ

とができよう｡

いずれにせよ,販売市場に固有の消費様式に

合わせた生産をおこなうことは,極めて重要で

あった｡遠隔地市場を前提とするかぎり,販売

市場の動向の把捉も,原材料の調達や販売活動

ち,商業活動における卓越した能力を必要とし

ていた｡スイスの経済的に有力なカントンの,

カルバン派的な社会的 ･文化的特質は,こうし

た商業活動に連合的であった｡ トッゲンブルク

114) VEYRASSAT,1990,前掲,308-309ページ｡

第11号 (1996.10)

の同時代の経済史家は,1852年に以下のように

述べている｡｢この活発な商業活動は,スイス

人が商用旅行に愛着をもっていることに立脚し

ている-- (中略)-- ドイツ関税同盟は,ス

イスの13倍の人口を有しているが,しかしスイ

スほど多数の在外商人や代理人を海外には置い

てはいないだろう｣115)｡

他方では,輸出市場-の依存が極めて高いこ

と,そして輸出市場で十分な競争力を有してい

たことは,19世紀スイスの徹底 した自由貿易主

義の経済的基盤であった｡オスマントルコの例

にみられたように,スイスの輸出貿易は,他の

ヨーロッパの大国が築いた通商のインフラス ト

ラクチャーを利用して展開された｡輸出市場で

は,貿易額が相対的には大きくとも,小国スイ

スが警戒感を呼び起こすことはなく,小国であ

ることの利益を十分に享受することができたの

である｡

3.農村工業的発展

東スイスでは,経済活動における製造業部門

の比重の高まりという意味での ｢工業化｣がす

でに18世紀から著しく進展 していたにもかかわ

らず,｢工場制｣への移行は極めて緩慢な過程

であり,家内工業的生産は多くの部門で20世紀

まで維持された｡生産の一事業所内-の集中,

機械の使用,機械の動力機による駆動などの要

素がどれだけ浸透するかは,それぞれの産業部

門の技術的 ･経済的 ･社会的特性に左右され,

きわめて多様な形をとった｡

綿織布業では,長い間,手織機による家内工

業的な生産が圧倒的で,手織機を集めた織布場

は僅かしかなく,1830年代以降の工場制への移

行も,製品分野によっては一世紀近 く要した｡

工場制-の移行過程では,工場や集中作業場に

基づ く工程 (紡績 ･染色 ･その他仕上げなど)

と,家内工業的な工程 (織布)とが,一つの企

業のもとに統合される状況もみられた｡他方,

東スイスやフォアアールベルクの刺繍業ではさ

115) HUNGERBtTHLER,前掲,129ページ｡
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1860年 1860年 1866-70年 18

80年総人口に占め 製造業人口に 工場労働者数 仝就業者に占 工場労働者

数 仝就業者に占る製造業人口の割合 (%) 占める工場 .マ ヌフアクトウア産業人口の割合(%) (人) める割合(%

) (人) める割合(%)ザンクトガレン 39.8 20.9 (1868年)89

83 約10.0 14623 14.0トウールガウ 40.1 18.

6 (69) 5900 13.8 7209 15.5グラールス 55

.1 35.2 (69) 9629 58.9 8444 48.5チューリッヒ 41.6 22.5 (70)21960 15.

9 27859 17.0アールガウ 35.6 15.6 122

32 13.2バーゼル(市) 50.6 23.1

(70) 5188 31.7 6341 34.1ンユネーブ 43.7 13.5

約5000 10.8ヌーンヤテル 51.1 33.3 (66)13700 31.8 約10000 (82/83)24.3EricGRUNER,DieArbeiterlnderSchweizlm 19.Jahrhundert,sogialeLage,Organisat2-0nVerh
altniSguArbeiterundStoat.1868,Bern.78,79,80ページの表11-17の数字を統合して作成

｡らに複雑であり,1860年代後半か

らのプラット刺繍機の普及以後も,工場制-の移行

は一直線には進まなかった｡ようや く,18

90年代以降になると動力 を用いた シャ トル刺

繍機が普及し116),工場制-の移行が進ん

だが,電機モーターの実用化と機械の低廉化,機械

購入時における分割払いの導入とともに,第一

次世界大戦以降は再び問屋制に基づ く家内工業

的な生産への逆転がおこっている117)｡流行に左右

されやすく,また奮移品的性格で恐慌の影響を

受けやすい刺繍業では,固定資本を低 く保つこ

とのできる家内工

業的生産がむしろ有利であったのである｡以上のような特質を,

東スイスの各カントンをスイスの他の地域と比較することによって位置づけてみ

よう｡116) ザンクトガレンのI.Gr6bllの発明に
よるこのシャトル式刺繍機SchifAistickm

aschineは,プラット刺繍機にミシンの原理を応用した
機械である｡パンタグラフ機構はプラット刺繍機と同様であるが,刺繍針は布

地を完全には貫通せず,反対
側のシャトルSchifdlの動作で繊維を固定する｡LAURENT,前掲,13-

14ページ｡JENNY,前掲,62-64ページ｡
117) TANNER,1992,前掲,184-18

5ページ｡JENNY,前掲,64-66ページ｡フォアアールベルクでは,刺繍業は今日
でも問屋制的組織に基づいて家内工業的におこ

なわれている｡FITZ,前掲,75-77ページ｡ スイスの主要な工業的カント

ンについては,グリュ-ナ-が工業化の度合と

工場などの集中的経営の比重を各カントンごと

に示 している(表参照)｡ここからは,これら

のカントンでの製造業の比重の高さと,その割

には工場の比重が小さいことが確認できる｡

少数の大企業が紡績 ･織布 ･捺染の3工程の統

合に基づいた生産をおこなっているグラールス

と,経営規模の小さな ｢時計職人のアトリエ｣

を多数持つヌーシャテルとで集中的経営の割合

が高 く,他方,家内工業的な麦藁編み工業が発

展していたアールガウでは低い｡束スイスとチ

ューリッヒの相違はそれほどは顕著ではないが

,チューリッヒよりも東スイスの方が工場労働

者の比重が小さいという傾向は読みとれる

だろう｡東スイスの｢工場｣には数台程度の刺

繍機しか有さない事業所が

多数含まれているとみられるので,実際には,紡

績 ･織布 ･機械製造 を中心 とす るチューリッヒと

東スイスとの差異は数字よりも大きかったと推

定される｡工場制生産の比重の大きなチュー

リッヒでも,19世紀末まで水力が主要な動力
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では,この分散性はさらに顕著であった｡ここ

では,工業活動は農村のただ中においておこな

われたのである｡ そのため,労働者の多 くは農

村的環境の中で生活 し,家屋 と菜園を所有 して

いた 118)｡

農業 と工業 との兼業は, しばしば性別分業の

形をとった｡機械式刺繍業では男性の比重が高

いが,織布業では性別分業は地域ごとに異なる

農牧業の労働内容を反映して大きな地域的差異

を有 していた119)｡男性労働者で も,農牧業,

とりわけ牧畜業に従事 して ｢労働者農夫｣ とし

て働いた例は珍 しくない｡この傾向は,東スイ

スとフォアアールベルクに著 しく120),西南 ド

イツ各地とも共通するといえるだろう｡ このた

め,スイスの ドイツ語圏地域やフォアアールベ

ルクでは労働者の階級意識は比較的稀薄であり,

都市的集中と階級較差の拡大に起因する社会問

題 も,イギ リスほどの深刻さを持つ ことはな

かったのである｡

この東スイスの工業活動における地理的な分

散性は,上述 したような経済的 ･技術的要因の

みによって決定されるのではない｡たとえば,

19世紀末における工場刺繍工の減少は,ザンク

トガレンや アッベ ンツェルで顕著であるが,

トゥ-ルガウではそれほどで もなく,工場制-

の反感が比較的弱いチューリッヒではこれがむ

しろ増えている121)｡ 東スイスの農村的な工業

発展の過程では,特定の産業部門に立脚するた

めに農村工業的発展 を辿る,というのとは逆の

因果関係 も存在 していたと考えられる｡ つまり,

都市への集中と工場制生産とに反感を持つ東ス

イスやフォアアールベルクの人々が122),意識

的に分散的な生産が可能な産業部門を選択 して

いった,という側面 も見逃すことはできないの

118) LAURENT,前掲,31ページ,35ページ｡
119) TANNER,1985,前掲,70ページ｡FITZ,前掲,72-75

ベーン 0

120) NAGELE,前掲,258-266ページ｡
121) LAURENT,前掲,24ページ｡

122) RaimondSCHENKEL,DaSHawsF.M.Hdmmerle,.

ElnBeitragzurEntwICklungs-GeschzchtederBaumwoll-

industrieinVorarlberg,1900,Dornbirn-Wien,32-34ベー
ン′o

である｡

東スイス ･フォアアールベルクの工業の発展

過程は,以上のような特質を有 していたが,工

場制への移行が緩慢であったにせよ,これをプ

ロ ト工業化論でいう ｢工業化の挫折｣ とみるこ

とはできない｡チューリッヒの綿紡績業ほどで

はないにせよ,東スイス ･フォアアールベルク

の農村工業 もまた,歴史的産業連関を通 じて近

代的諸産業の勃興に寄与 してきたのである｡ 織

布 ･仕上げ業における織機製造,染色技術等を

つうじた歴史的産業連関については言うまで も

ないが,刺繍業もまた重要であった｡刺繍業の

発展は,刺繍地の供給,刺繍製品梱包用の製紙

産業,銀行業,建設業,保険業などに波及 し,

さらに刺繍機の供給を通 じて機械工業をも刺激

したのである123)｡

結 語

東スイスとフォアアールベルクの綿工業の発

展過程は,｢工場制化｣という意味での直線的

な工業化の過程ではなかった｡持続的な労働生

産性の向上によって生産量を拡大 し,近代的工

業部門と位置づけられる紡績業などとは対照的

に, この地域の農村家内工業部門の繁栄は,

もっぱら労働力の大量投入に立脚 しており,い

わば工業的発展の後衛部門としての性格を有 し

ていた｡ しか しながら,これらの農村家内工業

部門こそが,早 くから工場制工業に転 じた紡績

業に村する需要を支え,また19世紀全般にわ

たって膨大な雇用を創出 し続けたのであ り,

かつ多様な歴史的産業連関をも有 したのであ

る｡

この地域の農村工業の発展は,直接生産者の

上昇過程を内包 していたが,その上昇過程自体

が,内部市場の閉塞的な均衡を突き崩してゆ く

広域的な流通再編の動きを構成 していた｡農村

工業の発展は,遠隔地市場の存在なしには考え

123) BenningerundBtihler社,Saurer社,Martini,Tanner

&Cie.,St.Georgen製造所,それにRieter社など,刺繍
機製造で発展した機械メーカーは多数にのぼる｡TAN･

NER,1985,前掲,128-129ページ｡
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られなかったのであり,かつこの広大な外部市 (本稿は,平成 7年度文部省科学研究費特別研究員

場を開拓する優れた商人的能力を具えてはじめ 奨励費によって助成を受けた研究成果の一部であ

て,この地域の持続的な経済発展が可能となっ る｡)

たのである｡




